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アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

ほたる観察会を開催します ……………………２Ｐ
子ども見守り隊発足 ……………………………３Ｐ
まちの話題 ………………………………………４Ｐ

文化協会団体紹介 ………………………………８Ｐ
あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  ……………９Ｐ
すこやかだより …………………………………１１Ｐ

歯の衛生週間（　歯の衛生週間（６月４６月４日～１０日）にちなみ、町内の保育園と幼稚園で「歯みがき教室」が日～１０日）にちなみ、町内の保育園と幼稚園で「歯みがき教室」が
行われました。行われました。
城山保育園では親子で教室が開かれ、講師の歯科衛生士は「毎日歯を磨き、バイキンマン　城山保育園では親子で教室が開かれ、講師の歯科衛生士は「毎日歯を磨き、バイキンマン

をやっつけましょう」と歯磨きの習慣づけを呼び掛けました。をやっつけましょう」と歯磨きの習慣づけを呼び掛けました。
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広報あぐい　２００６年６月１５日号

展
示
会
を

体
育
室 

（
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。） 

ホタル養殖場 
（飛びかうホタルを見ることができます。） 

観察室 
（ホタルの一生をパネルなどで紹介しています。） 

ふれあいの森 
位置図 

　ふれあいの森ホタル養殖場と観察室を夜間開放して、
養殖場で育てたヘイケボタルが、淡い光を放ちながら飛
びかう姿を観察します。 
　ホタルを育てたホタル専門員などが、ホタルについて
の説明も行います。 

　小中学生が描いたホタル保護
啓発ポスターの優秀作品やアグ
ピーにがお絵の作品を展示しま
す。 

□日　時 
　６月２０日（火）～２５日（日） 
　午前９時～午後７時 

□場　所 
　ふれあいの森　体育室 

・入場無料です。 

・雨天でも開催します。 
 
問い合わせは 

　役場企画財政課 
　fl４８－１１１１ 
　（内２０４・３０３）へ 

日時 

場所 

6月23日（金）・ 24日（土） 
午後7時半～午後9時 

ふれあいの森 
ホタル養殖場・観察室 

　

町
で
は
、
毎
年
ホ
タ
ル
の
分
布
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
宅
の
周
り
や
散
歩
道
な

ど
で
ホ
タ
ル
を
見
つ
け
た
場
所
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

調
査
結
果
は
、
八
月
一
日
号
の
広
報
あ

ぐ
い
に
掲
載
し
ま
す
。

□
調
査
日
時

　

六
月
二
十
一
日（
水
）〜
二
十
三
日（
金
）

　

午
後
八
時
〜
午
後
九
時

□
調
査
方
法

　

調
査
用
紙
（
地
図
）
に
ホ
タ
ル
を
確
認

し
た
地
点
と
数
を
、
赤
色
の
点
ま
た
は
線

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
調
査
用
紙
は
役

場
企
画
財
政
課
と
中
央
公
民
館
本
館
、
図

書
館
で
事
前
に
配
布
し
ま
す
。）

□
期　

限

　

七
月
七
日（
金
）ま
で
に
役
場
企
画
財
政

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
そ
の
他

　

夜
間
調
査
の
た
め
、
事
故
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
タ
ル
が
生
息
す
る

場
所
は
私
有
地
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

所
有
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
４
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow
n.agui.lg.jp

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
す

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
す 

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
す

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
す 

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
す 
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アグピー 

黄色い腕章を着用して活動しています。 

心
に
見
回
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

阿
久
比
町
で
は
平
成
十
六
年
度
に
は
三

十
件
、
平
成
十
七
年
度
に
は
六
件
の
不
審

者
や
変
質
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
腕

章
を
着
け
る
こ
と
で
、
不
審
者
な
ど
へ
の

抑
止
力
に
も
な
り
ま
す
。「
子
ど
も
見
守
り

隊
」
の
参
加
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
５
）

　

登
下
校
時
の
小
学
生
が
事
件
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
町
内
で
「
子

ど
も
見
守
り
隊
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
広
島
県
と
栃
木
県
で
下
校
途
中

の
児
童
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
学
区
ご

と
に
、
児
童
の
登
下
校
の
時
間
帯
に
人
目

が
届
か
な
い
場
所
を
見
回
っ
て
も
ら
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、「
子
ど
も
見
守
り

隊
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

見
守
り
隊
へ
の
参
加
登
録
は
保
護
者
や

地
域
の
方
、
約
三
百
人
で
す
。
指
定
の
黄

色
い
腕
章
を
着
用
し
て
、
登
下
校
時
に
児

童
が
集
団
か
ら
一
人
に
な
る
通
学
路
を
中

展
示
会
を

開

催

　

義
務
教
育
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
は

通
常
四
年
ご
と
に
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

高
等
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
は
、

各
高
等
学
校
で
毎
年
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
適
切
な
教

科
書
採
択
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
県
民
の
教

科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
六
月
十
一
日（
日
）か
ら
七

月
五
日（
水
）ま
で
、
県
内
二
十
一
カ
所
の

教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
教
科
書
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
教
科

書
や
一
般
図
書
は
、
愛
知
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
。

教
科
書
に
対
す
る
意
見
や
感
想
を
記
述
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

知
多
地
区
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
は
次
の

二
カ
所
で
す
。

東
海
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

東
海
市
立
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

東
海
市
養
父
町
北
反
田　
４１

　

時
間：

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

武
豊
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

武
豊
町
立
図
書
館
内

　

武
豊
町
字
山
ノ
神
１
３
５
‐
１

　

時
間：

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
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五
月
二
十
四
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

で
阿
久
比
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
小
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表

選
手
が
、
投
げ
た
り
、
跳
ん
だ
り
、
走
っ

た
り
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

�������

４００ｍリレーで力走する児童
　

大
会
で
一
位
と
な
っ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
 
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】▽
百 
㍍ 
四
年
竹
内
利
騎（
東

部
小
）
▽
同
五
年
大
薮
樹
（
東
部
小
）
▽

同
六
年
清
水
正
太
郎
（
南
部
小
）
▽
走
り

幅
跳
び
四
年
竹
内
俊
貴
（
草
木
小
）
▽
同

五
年
新
美
栄
希
（
東
部
小
）
▽
同
六
年
中

井
諭
（
東
部
小
）
▽
走
り
高
跳
び
五
年
竹

内
伴
希
（
草
木
小
）
同
五
年
平
松
季
也

（
英
比
小
）
▽
同
六
年
坂
口
竜
乃
介
（
東

部
小
）▽
ボ
ー
ル
投
げ
四
年
福
岡
太
晟（
草

木
小
）
▽
同
五
年
川
津
友
士
（
英
比
小
）

▽
同
六
年
高
山
小
太
郎
（
東
部
小
）
▽
四

百
㍍ 
リ
レ
ー
四
年
草
木
小
▽
同
五
年
東
部

小
▽
同
六
年
南
部
小

【
女
子
の
部
】▽
百 
㍍ 
四
年
蟹
江
志
帆（
英

比
小
）
▽
同
五
年
岩
井
ゆ
り
子
（
南
部
小
）

▽
同
六
年
井
本
汐
美
（
英
比
小
）
▽
走
り

幅
跳
び
四
年
成
田
妃
萌
香
（
東
部
小
）
▽

同
五
年
都
筑
い
く
み
（
草
木
小
）
▽
同
六

年
竹
内
久
美
子
（
草
木
小
）
▽
走
り
高
跳

び
五
年
鈴
木
萌
（
草
木
小
）
▽
同
六
年
�

�
佳
菜
（
南
部
小
）
▽
ボ
ー
ル
投
げ
四
年

榊
原
真
樹
（
東
部
小
）
▽
同
五
年
森
愛
捺

（
南
部
小
）
▽
同
六
年
竹
内
満
柚
（
草
木

小
）
▽
四
百
㍍ 
リ
レ
ー
四
年
草
木
小
▽
同

五
年
英
比
小
▽
同
六
年
英
比
小

ス
ポ
ー
ツ
村
で

陸
上
大
会

●歯の健康チェック

　歯の衛生週間期間中の６月４日、保健センターで「む
し歯予防デー」が催され、歯科健診やフッ素塗布など
が行われました。
　この日は日曜日とあって会場には多くの家族が訪れ、
日ごろできない歯の健康チェックを親子で行っていま
した。
　歯の病気の中には自覚症状がなく、自分では見つけ
ることが難しいものもあるそうです。「年に一度は歯科
健診を受け、歯の健康を保ちましょう」と保健師らが
呼び掛けていました。

フッ素塗布を行う子どもたち

●町がきれいになりました

　５月２８日、早朝から町内一円でゴミゼロ運動が行わ
れました。
　子どもから高齢者まで約４,７００人の参加者が、各地区
などでごみ拾いや草刈りを行い、町の中をきれいにし
ました。
　タバコの吸い殻や空き缶のゴミが目立ちました。誰
も見ていないからといって“ポイ捨て”はいけません。
一人ひとりが気を付けて、ゴミは指定の場所に捨てる
ように心掛けましょう。

ゴミゼロ運動に参加する阿久比団地地区の皆さん
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イチゴ、とってもおいしかったよ

　都築建身さん（大字草木）が児童福祉功労者として
愛知県知事から表彰を受けました。
　都築さんは１３年前からハウスでイチゴ栽培を始め、
草木小学校と草木保育園の児童や園児をイチゴ狩りに
招待しています。その功績が認められ今回の受賞とな
りました。
　６月２日町長室へ受賞の報告に訪れ、都築さんは「イ
チゴ狩りができる草木地区に住んでいてよかった。と、
手紙をもらったこともある。子どもたちが、毎年イチ
ゴ狩りを楽しみに待っていてくれるので今後も招待を
続けていきたい」と話していました。

●児童館で楽しく遊べました

　５月２５日、卯之山児童館で保育園や幼稚園に就園す
る前の幼児と親が集まって楽しく遊ぶ会が開かれまし
た。
　児童館が企画した催しで、この日は１３組の親子が参
加して、親子体操やエプロンシアターなどで親子がふ
れあいました。
　「みんなといっしょに遊ぶ機会が少ないので、今日は
とても楽しかったです」と参加者は感想を話していま
した。
　次回は６月２９日、午前１０時からを予定しています。

エプロンシアターを楽しむ親子

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●泥だらけになりながら田植えに挑戦しました

　５月３０日、草木小学校の全児童が地元農家の田を借
りて、田植えを行いました。
　５年生が中心となって米作りの学習をしています。
この日の田植えまでに田起こしや代かきなどをして準
備を進めてきました。
　児童たちは、はだしで水田に入り“農家のおじさん”
の指導を受けながら、もち米の苗を丁寧に植えていき
ました。
　児童は９月下旬に稲刈りや脱穀にも挑戦して、収穫
した米は地域の方ともちつきをして試食するそうです。

真剣に田植えに取り組む草木小児童

受賞を喜ぶ都築建身さん

子どもたちが喜んでくれるから

　５月２９日、草木保育園児の年中組と年長組５１人が都
築さんのハウスへイチゴ狩りに出掛けました。
　園児たちは収穫した真っ赤なイチゴを口いっぱいに
ほおばり「２０個も食べたんだよ」と満足げに笑顔で話
していました。

都築さんのハウスでイチゴ狩りを楽しむ草木保育園児
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か
ら
督
促
を
受
け
る
と
、
滞
納
処
分
に
よ

る
強
制
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
車
検
手

続
き
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

や
時
間
帯
に
活
動
し
ま
す
。

※
２　

愛
知
県
で
は
名
古
屋
市
内
の
警
察

署
管
内
で
駐
車
監
視
員
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※
３　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
愛
知
県
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
台
一
台
の
駐
車
は
短
時
間
で
も
多
く

の
車
が
繰
り
返
し
て
行
え
ば
、
交
通
の
大

き
な
妨
げ
と
な
る
ほ
か
事
故
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

　

放
置
駐
車
違
反
の
車
両
に
つ
い
て
は
、

駐
車
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
確
認
標

章
を
取
り
付
け
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の

実
現
を
図
り
ま
す
。

　

放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
公
安
委
員
会

支
配
、
管
理
す
る
者
の
こ
と
で
、
通
常

は
車
検
証
上
の
使
用
者
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

民
間
の
駐
車
監
視
員
が
巡
回
し
、
放
置

駐
車
違
反
の
車
両
を
確
認
し
た
場
合
は
、

そ
の
車
両
に
確
認
標
章
を
取
り
付
け
ま
す
。

（
※
２
）
確
認
標
章
の
取
り
付
け
は
警
察

官
も
行
い
ま
す
。

　

駐
車
監
視
員
は
、
地
域
住
民
の
意
見
や

要
望
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
公
表
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
※
３
）
の
定
め
る
場
所

　

放
置
駐
車
違
反
が
確
認
さ
れ
た
車
両
に

つ
い
て
、
運
転
者
が
反
則
金
を
納
付
し
な

い
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
の
車
両
の
使
用

者
（
※
１
）
に
対
し
て
放
置
違
反
金
（
反

則
金
と
同
額
）
の
納
付
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

　

放
置
違
反
金
の
納
付
を
繰
り
返
し
命
ぜ

ら
れ
た
常
習
違
反
者
に
は
、
一
定
期
間
、

車
両
の
使
用
を
制
限
す
る
命
令
が
さ
れ
ま

す
。

※
１　

使
用
者
と
は
法
律
上
、
車
両
を
使

用
す
る
権
限
を
有
し
、
車
両
の
運
行
を

六
月
一
日
か
ら
違
法
駐
車
の
取
り
締
ま
り
が
変
わ
り
ま
し
た
。

違
法
駐
車
は
い
け
ま
せ
ん
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/police/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
警
察　

交
通
安
全
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
７

・
車
両
の
使
用
者
に
放
置
違
反
金
の
納
付

を
命
ず
る
制
度
に
関
す
る
規
定
の
整
備

・
車
検
拒
否
制
度
に
関
す
る
規
定
の
整
備

・
放
置
駐
車
車
両
の
確
認
お
よ
び
標
章
の

取
り
付
け
に
関
す
る
事
務
な
ど
の
委
託

に
関
す
る
規
定
の
整
備

・
駐
車
に
関
す
る
車
両
の
使
用
者
の
義
務

強
化

・
車
両
の
使
用
制
限
に
関
す
る
規
定
の
整

備
〜
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

主
な
改
正
内
容
〜

　

民
間
の
駐
車
監
視
員
が

放
置
駐
車
違
反
の
確
認
を

行
い
ま
す

その ・・・２ 
● 変わりました ● 

　

悪
質
・
危
険
、
迷
惑
な

違
反
に
重
点
を
置
き
、
短

時
間
の
放
置
駐
車
も
取
り

締
ま
り
ま
す

その ・・・３ 
● 変わりました ● 

　

放
置
違
反
金
を
納
付
し

な
い
と
車
検
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た

その ・・・４ 
● 変わりました ● “おめでとうございます”

　

車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
放
置
違
反
金
の
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

その ・・・１ 
● 変わりました ● 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



広報あぐい　２００６年６月１５日号

7

　

知
多
中
部
消
防
本
部
半
田
消
防
署
阿
久

比
支
署
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の

従
業
員
の
方
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
救

急
法
の
普
及
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
三
時
間
）

　

応
急
手
当
の
重
要
性
、
救
命
に
必
要
な

応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生
法
・
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操
作
方
法
・
止

血
法
）
な
ど
実
習
を
主
体
に
学
び
ま
す
。

　

普
通
救
命
講
習
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
習
得
す

る
「
普
通
救
命
講
習
（
四
時
間
）」
が
あ
り

ま
す
。

②
上
級
救
命
講
習
（
八
時
間
）

　

普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
子
ど

も
の
対
処
方
法
や
外
傷
手
当
、
搬
送
法
を

学
び
ま
す
。

③
応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　

（
二
十
四
時
間
）

　

自
主
防
災
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
事
業
所
な
ど
に
救
急
法
を
広
く
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
述
の
救
急
法
の

ほ
か
に
も
、
感
染
防
止
な
ど
の
基
礎
医
学

の
分
野
や
資
機
材
の
取
り
扱
い
、
指
導
技

法
な
ど
一
定
の
知
識
と
技
量
を
習
得
し
ま

す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
「
身
近
な
モ
ノ
を
使
っ

た
応
急
手
当
」
や
、「
園
児
・
児
童
な
ど
子

ど
も
に
多
い
病
気
や
け
が
に
対
す
る
応
急

手
当
」
な
ど
の
講
習
、「
や
け
ど
の
応
急
手

当
」
な
ど
の
講
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
な
っ
た
時
に
、
大
切
な
人
の
命

を
救
え
る
の
は
、
知
識
と
勇
気
を
持
っ
た

あ
な
た
の
行
動
で
す
。
自
主
防
災
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
受
講
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
消
防
署
阿
久
比

支
署
【
�（
４
７
）０
１
１
９
】
ま
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
の
必
要
性（
後
編
）

４０ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　町民の皆さんに、災害に関する情報や
台風などの気象情報を迅速、的確にお知
らせするために、「あんしん・防災ねっと」
を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登
録することで、町から発信する防災の緊
急情報などをメールでお知らせします。
※　災害時緊急メール登録者数８２５人
　（６月１日現在）

　インターネット接続画面からアドレスを
入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対
応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧
できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

阿久比町
あんしん
防災
ねっと

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話で

　５月１８日、愛知県交通安全協会半田支部の総会が半田市福祉文化
会館講堂で行われ、交通安全に貢献された個人と団体に感謝状など
が贈呈されました。
　感謝状などの贈呈を受けたのは次の皆さんです。　　　 （敬称略）

　　功 労 者　　・竹内　幸太郎
　　　　　　　　・竹内　美保　　　　・長谷川　三千代

　　功労団体　　・町立北原保育園
　　　　　　　　・社会福祉法人　南部保育園

ＡＥＤを使用した講習

“おめでとうございます”
交通安全に貢献

竹内幸太郎さん 竹内美保さん
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　阿久比町文化協会には、文芸・美術・趣味・芸能などいろいろなジャンルの団体が加入し活動しています。
　文協まつりや文化祭では、みなさんの日ごろの成果を「芸能大会」や「展示会」などの形で中央公民館で発表して
います。皆さんも文化協会の団体に入って「自分の生涯学習」を見つけてみませんか。

��������	
��
�����
阿久比町文化協会団体紹介 □問い合わせ先　社会教育課公民館内文化協会事務局

　　　　　　　　�（４８）１１１１（内２６０）

�活 動 日 時 ・ 場 所�団 体 名（ 種 目 ）

第２・４土曜日　午後１時～午後５時
中央公民館本館

苗代句会
（俳　句）

文　
　
　

芸

奇数月第３日曜日　午前９時～午後３時
中央公民館本館 　　

狂俳英比会
（狂　俳）

第４土曜日　午後１時３０分～午後４時
中央公民館本館

阿久比町短歌の会
（短　歌）

第３木曜日　午後１時３０分～午後４時
中央公民館本館ほか（研修旅行など）

郷土学習同好会
（歴史研究）

撮影会随時（年５回程度）
写真展（中央公民館本館）

阿久比写友会
（写　真）

美　
　
　

術

第１・３火曜日　午前１０時～午後３時
中央公民館本館

絵の会　はまゆう
（絵　画）

第２・４土曜日　午後１時～午後５時
中央公民館本館

阿久比みずゑの会
（水彩画）

第１・３木曜日　午前１０時～午後２時
中央公民館本館

阿久比町油絵同好会
（油　絵）

日曜日または休日　午後１時～午後５時
会員宅または会長宅

阿久比朴同好会
（木　工）

趣　
　
　
　
　
　

味

４・６・７・８・１０月の第４日曜日
中央公民館南館　午前９時～正午

阿久比町盆栽会
（盆　栽）

第３日曜日　午前１０時～午後５時
中央公民館本館

あぐい囲碁の会
（囲　碁）

第１日曜日 午前１０時～午後５時
中央公民館本館

阿久比将棋クラブ
（将　棋）

第１日曜日 (４月～１０月 )
午後１時～午後３時　中央公民館本館

阿久比山野草会
（山野草）

随時
中央公民館本館ほか

凧の会
（凧）

第２・４木曜日
宮津山田集会所　午後７時～午後９時

宮津山田書道同好会
（書　道）

第１・３火曜日　午前１０時～午前１１時３０分
中央公民館本館

いけ花　すみれ会
（華　道）

�活 動 日 時 ・ 場 所�団 体 名（ 種 目 ）

①毎週土曜日　午後１時～午後５時
②毎週土曜日　午後７時～午後１０時
会長宅

剣詩舞同好会
（剣詩舞）

芸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能

毎週土曜日　午後７時３０分～午後９時３０分
高根台集会所

翁菊民踊研究会
（民　踊）

第１・３火曜日　午後７時３０分～午後９時
植公民館

周栄会 阿久比支部
（詩　吟）

毎週月曜日　午後６時３０分～午後９時３０分
中央公民館本館
毎週金曜日　午後７時～午後９時
宮津公民館

岳風知多松吟会
（詩　吟）

毎週水曜日　午後７時～午後９時
宮津山田集会所

宮津山田詩吟同好会
（詩　吟）

第１・２・３水曜日
①三味線　午後７時～午後９時３０分
②唄　　　午後７時～午後９時３０分
宮津公民館

宮津民謡同好会
（民　謡）

毎週日曜日　午後７時３０分～午後９時３０分
中央公民館南館

阿久比うたう会
（合　唱）

①毎週火曜日　午前９時３０分～午後４時
②毎週木曜日　午前９時３０分～午後３時
③毎週土曜日　午前９時３０分～午前１０時３０分
会長宅　（個人レッスン )

箏曲 中山会
（琴・三味線）

毎週水曜日 午前１０時～正午
中央公民館南館

グリーンコーラス
　　阿久比（コーラス）

第１・２・４金曜日
午後６時３０分～午後９時３０分
中央公民館本館

阿久比カラオケ同好会
（カラオケ）

毎週日曜日　午後７時～午後９時
中央公民館本館

詩吟興道館知多支部
（詩　吟）

第１・３火曜日　午前９時３０分～正午
第１・３木曜日　午前９時３０分～正午
第２・４火曜日   午前９時３０分～正午
中央公民館本館

阿久比大正琴クラブ
（大正琴）

第１・３火曜日　午後７時～午後９時
中央公民館南館

阿久比オカリナ同好会
（オカリナ）

毎週土曜日　午後６時３０分～午後８時３０分
宮津山田集会所

宮津山田民踊同好会
（民　踊）

毎週金曜日　午後１時３０分～午後３時３０分
中央公民館本館

ビューティフルダンス
（ダンス）

第３金曜日
阿久比老人憩の家

えんかの声友会
（う　た）

毎週月曜日　午後２時～午後４時
宮津山田集会所（地下）
毎週火曜日　午後７時～午後９時
宮津山田集会所（ホール）

翁彩民踊研究会
（民　踊）

毎週金曜日　午前９時３０分～正午
中央公民館南館ホール、夏期は宮津公民館

フォークダンスクラブあぐい
（ダンス）

芸能大会で民踊を披露する宮津山田民踊同好会の皆さん
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ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
参
加
し
た
後
、
雨
が

や
む
の
を
待
っ
て
、
椋
原
村
（
現
在
の
大

字
椋
岡
北
部
地
区
）
の
絵
図
を
見
な
が
ら

ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

絵
図
に
は
東
部
分
の
大
半
に
田
や
畑
が

記
さ
れ
、
東
端
に
は
英
比
川
が
流
れ
て
い

る
。
現
在
も
阿
久
比
郵
便
局
か
ら
南
方
は

名
鉄
電
車
の
線
路
と
阿
久
比
川
の
間
に
田

畑
が
広
が
る
。

　

田
植
え
が
終
わ
っ
た
水
田
を
の
ぞ
く
と
、

小
さ
な
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
何
十
匹
も
寄

り
集
ま
っ
て
、
し
っ
ぽ
を
勢
い
よ
く
振
っ

て
動
き
回
り
、
遠
く
か
ら
カ
エ
ル
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
く
る
。

　

薬
師
堂
と
八
幡
宮
と
記
さ
れ
た
場
所
を

訪
れ
た
。
薬
師
堂
は
現
在
の
正
保
寺
で
、

八
幡
宮
は
角
岡
村
の
氏
神
と
い
っ
し
ょ
に

現
在
の
椋
岡
地
区
の
八
幡
神
社
に
移
さ
れ

て
い
る
。

　

正
保
寺
境
内
へ
入
っ
て
す
ぐ
左
に
地
蔵

堂
が
あ
る
。
村
内
に
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て

い
た
石
地
蔵
尊
や
千
体
地
蔵
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。

　

入
口
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
戸
を
開
け
て
中
を
見
る
。
そ
の
瞬
間
、

安
置
さ
れ
て
い
る
石
地
蔵
の
目
線
が
一
斉

に
私
た
ち
の
方
に
向
け
ら
れ
た
よ
う
な
錯

覚
を
感
じ
た
。
多
く
の
目
に
見
つ
め
ら
れ

る
と
悪
い
こ
と
は
で
き
な
い
。「
何
か
、
隠

し
事
を
し
て
ま
せ
ん
か
」
と
訴
え
か
け
て

い
る
よ
う
だ
。（
中
性
脂
肪
が
多
く
て
ダ
イ

エ
ッ
ト
中
の
私
。
昼
食
後
、
妻
に
内
緒
で

ア
ン
パ
ン
一
個
食
べ
た
こ
と
を
地
蔵
さ
ん

た
ち
に
白
状
し
た
。）

　

奥
の
本
堂
へ
と
進
む
。
本
尊
は
秘
仏
の

薬
師
如
来
で
、
眼
病
を
治
す
仏
と
し
て
近

郷
近
在
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
、
線
香
の
煙

が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
近

眼
の
私
た
ち
は
、
い
つ
も
よ
り
深
く
頭
を

下
げ
る
。

　

正
保
寺
の
参
道
に
庚
申
堂
が
あ
る
。
堂

の
中
に
は
石
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。

　

石
像
は
青
面
金
剛
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
い
た
ず
ら
を
し
て
た
た
り
が
起

こ
っ
た
た
め
に
、
堂
を
建
て
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
昭
和
十
五
年
こ
ろ
ま
で
村
の
各
家

に
木
造
の
青
面
金
剛
を
持
ち
回
る
�
庚
申

講
�
も
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

石
像
の
顔
が
青
で
は
な
く
赤
く
な
っ
て

い
た
。
誰
か
の
い
た
ず
ら
だ
ろ
う
か
。
少

し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

名
古
屋
往
来
道
と
記
さ
れ
た
道
を
歩
く
。

か
つ
て
は
名
古
屋
へ
続
く
主
要
道
と
し
て

多
く
の
人
た
ち
が
行
き
来
し
た
道
。
近
所

の
人
た
ち
が
玄
関
先
で
立
ち
話
を
楽
し
そ

う
に
し
て
い
る
。
今
は
車
の
通
り
も
少
な

い
。
先
を
急
ぐ
こ
と
な
く
大
き
な
カ
タ
ツ

ム
リ
が
の
ん
び
り
と
道
を
横
断
し
て
い
た
。

阿久比川横に広がる田畑は昔と同じ

椋原村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

庚申堂にまつられる青面金剛の石像

��������	
��
�����
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広報あぐい　２００６年６月１５日号

平成１８年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

七 夕 会４８－５００２宮津保育園４日（火）

しゃぼん玉遊び４８－６６０３南部保育園１０日（月）

しゃぼん玉遊び４８－２９８６北原保育園１１日（火）

しゃぼん玉遊び４８－５００１城山保育園１２日（水）

ど ろ ん こ 遊 び４８－８８１２東部保育園１３日（木）

水 遊 び４８－０９０３草木保育園１８日（火）

しゃぼん玉遊び４８－０５０４中部保育園２０日（木）

しゃぼん玉遊び４８－０１４９英 保 育 園２５日（火）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
保
育
園
）

で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
な
か
よ
し
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

七
月
十
三
日（
木
）　

東
部
保
育
園

��������	
��
���������（更生保護女性会「愛の標語集」から）

　

買
い
物
を
し
た
と
き
、
あ
な
た
は
レ
ジ

袋
を
も
ら
い
ま
す
か
。

　

家
に
持
ち
帰
る
と
す
ぐ
に
ご
み
に
な
っ

て
し
ま
う
レ
ジ
袋
。
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参

し
て
毎
日
の
買
い
物
か
ら
レ
ジ
袋
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
出
さ
な
い
努
力
を
し
て
、
私
た

ち
が
身
近
に
で
き
る
�
環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
�
を
し
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
の
実
践
例

　

ご
み
減
量
の
た
め
に
レ
ジ
袋
を
減
ら
す

運
動
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
店
に

よ
っ
て
は
、
レ
ジ
袋
利
用
を
辞
退
し
た
場

合
に
特
典
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
て
環
境
に
も
財

布
に
も
や
さ
し
買
い
物
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

（
３
Ｒ
と
は
、「
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ　

発
生

抑
制
」「
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ　

再
使
用
」「
Ｒ
ｅ

ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ　

再
利
用
」）

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

身
近
身
近
な
と
な
と
こ
ろ
か
ろ
か
ら 

　
　
　
　
ご
み
減
量
を

減
量
を
！ 

② 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら 

　
　
ご
み
減
量
を
！ 

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
を
断
り
ま
し
ょ
う
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広報あぐい　２００６年６月１５日号

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献 血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血 にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに献 血 に 協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協 力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力 ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
　７月は「愛の血液助け合い運動」
の実施月間です。
　皆さんは職場やスーパーなどに、
「献血車」が止まっているのを見
かけたことはありますか。今回は
献血についてお話しします。
　人間が生きていくのに、血液は
欠かせません。しかし血液は科学
が進歩した今も、人工的に作るこ
とができず、人間の体の中でしか
できません。
　血液は生きた細胞で、長期間保
存することが困難です。輸血に必
要な量の血液をいつでも十分に確
保しておくためには、献血が必要
になります。
　献血には４００ミリリットル献血、
２００ミリリットル献血、成分献血
があります。
　４００ミリリットル献血、２００ミリ
リットル献血は血液中の全ての成
分を献血する方法です。
　成分献血は献血ルームでのみ採
血でき、血しょうや血小板といっ
た特定の成分だけを採血し、体内
で回復に時間のかかる赤血球を再
び体内に戻す方法です。成分献血
は体への負担が軽く済みます。

　複数の献血者からの血液を合わ
せて１人の患者に輸血するほど、
副作用がおこる可能性が高くなり
ます。献血基準を満たした方には、
できるだけ成分献血や４００ミリ
リットル献血の協力をお願いして
います。
　現在、全国で１年間に約５４７万人
（延べ人数）の方々から献血の協
力があります。
　その年齢層を見ると、１６歳～２９
歳が３４．３パーセント、３０歳～４９歳
が４６．５パーセントと約８１パーセン
トは５０歳未満の方に支えられてい
ます。
　輸血用血液の約８５パーセントは
５０歳以上の方に使われています。
少子高齢化社会を迎え、今後もよ
り幅広い年代の方による献血の協
力が欠かせません。
　日本赤十字社では、すべての献
血者に対して肝機能やコレステ
ロールなどの生化学検査の結果を
お知らせしています。４００ミリリッ
トル献血、成分献血に協力いただ
いた方には赤血球数やヘモグロビ
ン量についてもお知らせしていま
す。

　献血することで、ご自身の健康
チェックにもなります。
　今後も皆さんの献血に対する理
解と協力をお願いします。

＜血液センター＞

愛知県赤十字血液センター
愛知県豊橋赤十字血液センター

＜献血ルーム＞

白壁献血ルーム
大名古屋ビル献血ルーム
金山献血ルーム
栄献血ルーム
岡崎献血ルーム
豊田献血ルーム
刈谷献血ルーム

　詳しくは、日本赤十字社のホーム
ページをご覧ください。
http://www.jrc.or.jp/

献血日程表

７月６日（木）７月１日（土）日にち

阿久比町
　保健センター

アピタ阿久比店
献　血
会場名

午後１時～
　　　午後３時

午前１０時～正午
午後１時～
　　　午後４時

受付時間

※　昼の休憩時間は、正午～午後１時までを
予定していますが、３０分程度前後すること
もありますので、ご了承ください。

400mL献血は患者さんの副作用発生の可能性が低く、 
安全性が向上します。 

400mL献血の場合 

200mL献血の場合 2人 2人 2人 

4人 4人 4人 

軽
い
　
患
者
さ
ん
へ
の
負
担 

■800mL の輸血に必要な献血者数 　　　　　　　　　　　　　　
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広報あぐい　２００６年６月１５日号

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
献
血

　
■■時  
１０
：０
０
～
１２
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■場  
ア
ピ
タ
阿
久
比
店

■
わ
く
わ
く
♪
モ
グ
モ
グ
教
室

　
■■時  
１０
：３
０
～
１２
：３
０

※
申
し
込
み
受
付
中

■
献
血
　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：０
０

■
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■場  
卯
之
山
児
童
館

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
１２
月
８
日
～

　
　
平
成
１８
年
１
月
１１
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１８
年
３
月
１４
日
～

　
　
平
成
１８
年
４
月
１１
日
生
ま
れ

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
体
操

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■場  
卯
之
山
児
童
館

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１６
年
１２
月
２１
日
～

　
　
平
成
１７
年
１
月
１８
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１８
年
３
月
～
４
月
生
ま
れ

■
２
歳
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１６
年
６
月
～
７
月
生
ま
れ

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
７
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
６
月
生
ま
れ

■
ち
び
シ
ェ
フ
ク
ラ
ブ（
１
～
２
年
）①

　
■■時  
１０
：３
０
～
１３
：３
０

※
申
し
込
み
受
付
中

■
ち
び
シ
ェ
フ
ク
ラ
ブ（
３
～
６
年
）①

　
■■時  
１０
：３
０
～
１３
：３
０

※
申
し
込
み
受
付
中

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
７
日（
金
）・
１４
日（
金
）・
２１
日（
金
）・
２８
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

２
日
�
 東
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

  
�
４８
－
５５
５１

９
日
�
 山
田
内
科

 草
木
字
平
井
堀
３

  
�
４８
－
３７
３７

１
６
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

１
７
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

２
３
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

３
０
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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７月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

１☆☆☆☆☆☆

８７６５４�３２

１５１４１３１２１１�１０９

２２２１２０�１９�１８１７１６

２９２８２７２６２５�   
   �
２４
３１

２３　
　３０

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

『団塊パンチ vol．１』
飛鳥新社　著

『てくてくドイツ』
いしかわ　ともこ　著

『新しいスタイルの学校　制度改革の現状と課題』
藤田　晃之　著

『競争やめたら学力世界一　フィンランド教育の成功』
福田　誠治　著

『ひとりで、できた！』
池田　政純／池田　則子　著

相良　敦子　監修

『さらば　大遺言書』
森繁　久彌　語り／久世　光彦　文
『海釣り仕掛け大全』

西野　弘章　著
『周極星』

幸田　真音　著
『ラストラン　命の灯を燃やし続けて』

大原　純子　著

　割り勘のしかた、ケーキの分け方、
「ニアピン賞」の決め方・・・。日
常生活でのさまざまな迷いや疑問を、
数学がみるみる解決。数学と日々の
暮らしの密接な関係を紹介する。数
学が嫌いな人も気軽に読める１冊。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『やったね！へんてこライオン』
長　新太　作

『ヘブン　ショップ』
デボラ・エリス　作

『ひとりぼっちのスーパーヒーロー』
マーティン・リーヴィット　作

『かわいいおばけ  ゴロの冒険１  ゴロのお引越し』
ブリッタ・シュヴァルツ　作

レギーナ・ホフシュタドゥラー＝リーナブリュン　絵

　靴屋の見習い職人フラピッチは、
親方の所を逃げ出し、旅に出た。犬
のブンダシュと、途中で知り合った
少女ギタと、旅先でのさまざまな事
件を解決していく。クロアチアのア
ンデルセンと称される作家の代表作。 『見習い職人フラピッチの旅』『見習い職人フラピッチの旅』

イワナ・ブルリッチ＝マジュラニッチ 作イワナ・ブルリッチ＝マジュラニッチ  作

『数学の出番です。『数学の出番です。
つい人に伝えたくなる数学のハナシ』つい人に伝えたくなる数学のハナシ』

日沖 桜皮 著日沖　桜皮　著

★第８回おじいさん、おばあさん
が描いた書いた展
　６月２４日（土）～７月５日（水）
★阿久比みずゑの会水彩画展
　７月８日（土）～７月２３日（日）

�������

図 書 館 か ら の お 知 ら せ  図 書 館 か ら の お 知 ら せ  
　図書館は、６月１２日から２２日まで特別整理期間のため長期にわたり休館します。休館中の図書などの返却
は、ブックポストへお願いします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　貸出券の発行を受けてから、住所・氏名・電話番号などに変更があった方は、図書館へ届け出をしてく
ださい。
　図書館からのお知らせが届かないことがあります。ご協力をお願いします。
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Information

お知らせ  
InformationInformation

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

　

阿
久
比
町
商
工
会

　

�（
４
８
）７
０
８
５

い
た
だ
き
ま
す
。

□
申
込
期
限　

六
月
三
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
労
政
係

□
開
催
日

　

九
月
十
三
日（
水
）、
十
月
三
日（
火
）

ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校

　

半
田
市
出
口
町
１
‐
８
‐
１

　

�（
２
６
）７
１
３
１

※　

手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
学
校

□
開
催
日

　

九
月
十
五
日（
金
）、十
月
二
十
五
日（
水
）

大
府
養
護
学
校

　

大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田
１
‐　
１１

　

�
０
５
６
２（
４
８
）５
３
１
１

※　

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
学
校

□
開
催
日

　

十
月
十
三
日（
金
）、十
一
月
十
七
日（
金
）

�
　

知
多
地
域
の
五
市
五
町
と
知
多
地
域
経

済
会
議
、
知
多
ソ
フ
ィ
ア
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
組
織
す
る
知
多
半
島
観
光
物
産

展
実
行
委
員
会
で
は
、
七
月
二
十
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
、
中
部
国
際
空
港
四
階
の

ア
ク
セ
ス
プ
ラ
ザ
で
観
光
物
産
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
は
七
月
二
十
八
日
に
実
施

す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、

町
内
事
業
者
の
商
品
展
示
ブ
ー
ス
の
利
用

者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

□
出
展
日　

七
月
二
十
八
日（
金
）

□
出
展
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

□
出
展
費
用　

無
料

□
募
集
出
展
者
数　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
商
品
の
種
別
に
よ
り
決
定
さ
せ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
四
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
予
定
で
、
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
を
対

象
に
就
学
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
障
害
や
障
害
児
教
育
の
実
態

に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
場
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

□
日　

時　

八
月
十
七
日（
木
）、
十
八
日

（
金
）　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

□
申
込
期
限　

七
月
十
四
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
体
験
入
学
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以
外
の

日
も
随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

半
田
養
護
学
校

　

半
田
市
池
田
町
２
‐　
３０

　

�（
２
７
）７
０
６
１

※　

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
対
象
と
し
た
学
校

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成
十
八
年
度
課
税
分
か
ら
個
人
住
民

税
の
課
税
方
法
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
定
率
減
税
の
変
更

　

定
率
減
税
が
二
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
ま

す
。
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
↓
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
（
上
限
四
万
円
↓
上
限
二
万
円
）

□
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
税
制
変
更

　

老
年
者
控
除
（
四
十
八
万
円
）
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
寡
婦
・

寡
夫
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
で
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

□
年
齢
要
件
の
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

前
年
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円

以
下
の
場
合
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
で
、
年
齢

六
十
五
歳
以
上
の
方
（
昭
和
十
五
年
一
月

二
日
以
前
生
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
年
税
額
の
三
分
の

二
を
減
額
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
年
税
額
の
三
分
の

一
を
減
額
。

□
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
に
対
す
る
均

等
割
課
税

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計

を
同
じ
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村

に
住
所
の
あ
る
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
平
成
十
八
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
）
で
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
、

九
十
三
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
っ
た
と

き
は
、
均
等
割
（
町
民
税
・
県
民
税
）
が

次
の
と
お
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
四
千
円
（
全
額
課
税
）

　

平
成
十
七
年
度
は
経
過
措
置
と
し
て
二

分
の
一
の
額
を
課
税
。

□
非
課
税
限
度
額
の
変
更

　

個
人
町
県
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
加

算
額
が
均
等
割
で
十
七
万
六
千
円
か
ら
十

六
万
八
千
円
に
、
所
得
割
が
三
十
五
万
円

か
ら
三
十
二
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
０
）
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Information

７月の 
会　場内　　容

野球場全国高等学校野球選手権
大会愛知大会７月１５日（土）～

陸　上
競技場

知多地方中学校体育大会
（サッカー）

７月２１日（金）～２３日（日）
７月２５日（火）・２６日（水）

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
大
会
や
、

八
月
十
六
日
の
「
あ
ぐ
い
ふ
れ
あ
い
盆
踊

り
の
夕
べ
」
で
踊
る
盆
踊
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

阿
久
比
町
翁
菊
民
踊
研
究
会
の
指
導
で

一
人
で
も
多
く
の
方
に
本
番
で
楽
し
ん
で

踊
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
と
お
り

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
盆
踊
り
に
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
会　

場　

中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

□
日　

時　

七
月
五
日（
水
）、
七
日（
金
）

　

十
二
日（
水
）、
十
五
日（
土
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

　

七
月
二
十
三
日（
日
）

　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
公
民
館

係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

�
　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
は
皆
さ
ん
の
企
画

か
ら
生
ま
れ
た
学
習
講
座
で
す
。

□
講
座
名　
「
マ
マ
の
Ｘ
Ｐ
教
室
」

□
日　

時　

平
成
十
八
年
九
月
一
日
〜
平

成
十
九
年
三
月
三
十
日
（
全
七
回
）

□
内　

容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
幅
広
く
使
い
カ
ー
ド
や
小

物
づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
す
。

※　

パ
ソ
コ
ン
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館

□
定　

員　

五
人

□
参
加
費　

二
千
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



□
代
表
者　

三
好
伊
久
江

　

�（
４
８
）５
３
０
２

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
の
代
表
者
宅
ま
た

は
社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

□
申
込
期
限　

六
月
三
十
日（
金
）

�
　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
食
事
は
栄
養
を
と

る
だ
け
で
な
く
、
心
の
成
長
発
達
の
た
め

に
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　

栄
養
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
食

事
を
作
っ
て
、
親
子
で
食
べ
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

七
月
六
日（
木
）

　
　
　

午
前
十
時
半
〜
午
後
零
時
半

□
内　

容　

親
子
で
弁
当
作
り

□
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

□
対　

象　

幼
児
と
保
護
者

□
講　

師　

町
栄
養
士

□
費　

用　

無
料

□
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

子
ど
も
が
使
っ
て
い
る
弁
当
箱

□
定　

員　

十
六
組

□
申
込
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

�
�
�
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□人権・行政・心配ごと相談

　６日（木）・２０日（木）
　　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２５日（火）　　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）

　２０日（木）　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午後１時～午後４時
※問い合わせ先　
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

5月　救急・火災

交通事故　　７
急　　病　　６６
そ の 他　　２０

建　物　 ０
車　両　 ０
その他　 １

救急　　　　９３ 火災　　　１

アグピー 

　阿久比町の水田や川のほとりなどに多く生息するヘイケボタル。一年で最も多く見ることができる時期は、6月中旬から7月中
旬までの約一カ月間です。淡い光で初夏の夜をほんのりと照らすホタルの姿は、阿久比町の夏の風物詩としてすっかりおなじみ
になりました。 
※阿久比町でも地区によって発生の時期に違いがあります。 

　時間や場所はもちろん、当日の天候にもホタルの生息確認は大きく左右されます。ホタルが最も好むのは、風がなく、蒸し暑い
夜。今にも雨が降り出しそうな天候時が一番活動的になります。気がめいってしまいそうな蒸し暑い夜は、ホタル探しには絶好の
チャンスです。 

　ホタルが最も元気に活動する時間は、日没後の約1時間から2時間にかけて。午後8時ごろから午後9時ごろまでが、発光する
ホタルの姿を確認できる時間です。ホタルの淡い光を美しく映し出す夜の闇が阿久比の町をすっぽりと包み始めたころ、町のあ
ちらこちらで元気に飛びかうホタルを探しに、散歩気分で気軽に出かけてみませんか。 

平成６年７月１日に阿久比町で 
開催した「ほたるサミットあぐい'９４」。 

これを記念し、毎年７月１日を 

“あぐいほたるの日” 
と制定しました。 


